
③CADソフトを用いてデジタル上で歯牙形態を設計 
　弊社の取り組みとしてより細部の再現ができるよう 
　歯科にまだほとんど採用されていない 
　液晶タブレットを使用しています

①歯科医院から歯型の印象が届き 
　石膏を流して模型を作ります

②スキャナーという機器で 
　石膏模型をスキャンし 
　デジタルデータ化します

④CAD設計した歯牙形態をCAMソフト、ミリングマシンを用いて 
ジルコニアディスク等の材料に切削加工します 
　

⑤切削加工したジルコニアを 
　約10時間かけて約1500℃で焼成し 
　完全焼結します 

⑥マイクロスコープを用いて 
　手作業で模型にアジャスト 
　形態修正を行います

⑧模型上完成
⑦陶材・ステイン用着色材を築盛後 
　700～900°で焼成し一人一人に合わせて 
　色調調整を行います
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